
日本ブックデザイン賞 2017　受賞者コメント

上清 涼太

ニコライ・ロストフが戦場で見た、空と太陽をそのまま表
現しました。人間は地上で愚かな戦争を繰り返すが、空と
太陽は変わらず美しくあるのを見て、平和とは何かを見出
したのだと思います。これは、いつの戦争でも同じメッセー
ジだと思ったので、19 世紀の戦争というイメージを限定し
ないために、具体的な表現を避けて、「空」「太陽」、「砲弾
の煙」をモチーフにしました。印象的な部分のテキストを抜き
だし、ロシア語で入れました。

一般の部　ブックジャケット・四六判部門

『戦争と平和』



日本ブックデザイン賞 2017　受賞者コメント

上清 涼太

タイポグラフィーだけで舞台全体を表現しようと考えまし
た。登場人物の名前とコロスの十四行詩を関係性が感じら
れるように配置しています。キャピュレット家とモンタギュー
家の対立の構図を、ロミオとジュリエットの名前を挟んで表
しています。初演年度は諸説あるようで、時代考証は難し
いですが、イメージとして、1500 年代の書体と手書き文字
を参考に制作しました。用紙はレイドの入ったものを使用し
て、クラシックな雰囲気にしました。

一般の部　ブックジャケット・四六判部門

『ロミオとジュリエット』



日本ブックデザイン賞 2017　受賞者コメント

伊藤 彰剛

幼少の頃、赤い靴の物語を読んだ時には、ただ恐ろしく残
酷な印象でした。しかし今、改めて読むと、主人公カーレ
ンの繊細な気持ちの変化や、デンマークを連想させる美し
い風景を思い描くことが出来ました。
ブックジャケット全体に広大な森を描き、曇天の空模様は、
これから始まる悲劇を表現しています。カーレンの悲しみを
絵を通して感じてもらいたいと思っています。

一般の部　ブックジャケット・四六判部門

『赤い靴』
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上清 涼太

あまり教訓めいた話ではなく、青春小説のつもりで制作し
ました。草原のシーンは作品中に記述がありませんが、風
のように走ったのではと想像しました。絵画にも見えるよう
な、写真家日下さんによる細密な美しい写真です。文字は
スクリプト書体を使って、走り続けるイメージをラインで表
現しています。用紙は写真の邪魔にならない位のパール調
のものを使用しました。

一般の部　ブックジャケット・四六判部門

『走れメロス』



日本ブックデザイン賞 2017　受賞者コメント

柏 大輔

広く知られた短編を改めて視覚化するにあたり、紋切り型
のイメージとは異なった新鮮な提案ができればと考えまし
た。そこで焦点を当てたのが、メロスが疲労や葛藤を振り
切って再度踏み出すシーンです。アプローチとしては、極限
状態の人間を不安定な輪郭の形状で表現、また人を諦めさ
せようとまとわりつく誘惑をチューブのような物体を借りて
表現し、それらを組み合わせてメロスの内面的な世界を表
現しようと試みました。

一般の部　ブックジャケット・四六判部門

『走れメロス』
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高橋 庸平

『赤い靴』を読んだ後に印象として残るのは何と言っても、
主人公のカーレンが呪いによって踊り続ける場面です。約
束を破ることへの戒めを赤い靴というモチーフを通して伝え
ています。
しかし、この踊りは赤い靴の呪いだけでなく、カーレン自身
の後ろめたさによる自戒の踊りにも感じられました。そこで、
妖しく踊る足をデザインしました。

一般の部　ブックジャケット・四六判部門

『赤い靴』
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橋村 実里

悲劇の愛を題材としたシェイクスピアの代表作『ロミオと
ジュリエット』。両家が血で血を洗う抗争を繰り返す関係に
ありながら、たちまち二人は恋に落ち、激しく愛を燃え上
がらせる。二人の瞳を表紙は太陽、裏表紙は三日月に模し
た。それはまるで会うことを許されない昼に悲しげな表情
を浮かべるジュリエットと密かに愛を囁く夜のロミオのよう
だ。
大胆な色面と図と地の関係性を用いた画面構成により、二
人の複雑な関係性を表現した。

一般の部　ブックジャケット・文庫判部門

『ロミオとジュリエット』
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橋村 実里

悲劇の愛を題材としたシェイクスピアの代表作『ロミオと
ジュリエット』。両家が血で血を洗う抗争を繰り返す関係に
ありながら、たちまち二人は恋に落ち、激しく愛を燃え上
がらせる。ジャケットのデザインは夜を迎え、密かに愛し合
う二人のワンシーンだ。
一人の身体のシルエットを追うと、もう一人の身体が浮か
び上がる。背景色に用いたバーントシェンナは、物語の舞
台となるイタリアのヴェローナを彷彿とさせる。

一般の部　ブックジャケット・文庫判部門

『ロミオとジュリエット』
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大町 駿介

『武士の娘』作者・杉本鉞子が長岡で成長した時代、明治
初頭の長岡の町並みを描きました。当時の様子は、『長岡
懐旧雑誌』（明治 15年、小川当知著）や『北越商工便覧』（明
治 22 年、川崎源太郎著）に描かれているものを参考にし
ました。妻入りで雁木のある町家の形式は今も変わらない
のですが、かつては屋根の棟端に、鳥が羽を広げたような
飾りがよく取り付けられていたようです。ここではその飾り
を大きく描くことで、当時の町並みの美しさを復元しようと
思いました。

一般の部　装画・四六判部門

『武士の娘』
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Lisa Eidt

『太陽は黄色だ！』というドイツ語で出版された私の父の伝
記は、彼の芸術家としての生活、日本との関係等を記録し
たものです。父は、1959 年に来日して、東京芸術大学に
席を置き、母と知り会いました。
家族の友人の一人が日本語版を計画し、そのブックデザイ
ンを私が担当致しました。
日本文字の縦組みの組版は初めてだったので大変苦労し、
あまり自信がなかったのですが、受賞の知らせをいただい
て感激しております。どうもありがとうございました。
*『太陽は黄色だ！』は父の作詞作曲の歌のタイトルを取ったものです。

一般の部　ブックデザイン・セルフパブリッシング部門

『太陽は黄色だ！ヨハネス・アイト 東京とアスナブリュックを
行き来した芸術家の人生』
芸術家ヨハネス・アイトの話をDr. ヴォルフガング・ヘッセが記述、深瀬昭子訳
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大西隆介

年々ヒートアップする東京・渋谷のハロウィン。その狂乱を
5 人のカメラマンと収めた自主制作写真集です。撮影され
た2015年の現場は、まさにリアル「ポケモンGO」そのもの。
モンスターに扮した彼ら彼女らは、なぜ街に繰り出しては
徘徊するのか。その熱量と異様な光景の一部始終をご堪能
ください。https://recrec.stores.jp/

一般の部　ブックデザイン・セルフパブリッシング部門

『Tokyo Halloween』
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小川 雄太郎

「POLYGON」は多角図形をテーマにしたドローイングブッ
クです。
まず 3D ソフトで図形を製作し、それをモチーフにインクと
ペンで描きました。 
このシリーズはオンラインで動きを伴った展開もしています。
→URL : http://www.ogawayutaro.com/archive.html

一般の部　ブックデザイン・セルフパブリッシング部門

『POLYGON』
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堀池 真美

『M&T2 息する言葉のスケッチ -M』は、Tと合作の私家版
詩集第 2 冊目です。始まりは、詩と絵で T と深く会話した
いという気持ちでした。それを本にまとめ、人間関係をどう
表現出来るか、どう表れ出てくるのかを試みています。
2016 年に発行した1冊目は、MとTのページが順番に繰
り返され、往復書簡を読むような詩集です。2 冊目を 1 人
ずつの分冊にしたことで、次への課題が見えてきました。
賞を頂けてとても嬉しく思います。

一般の部　ブックデザイン・セルフパブリッシング部門

『M&T2　息する言葉のスケッチ -M』
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井原靖章

吉増剛造氏のたえずゆらぎつつ、飛翔する思考のありよう
を書物の姿にとどめようと試みました。字組や写真の空気
感、その流れを工夫し、印刷においては、折の片面を 2 色
刷にして、鉛色を基調にし、折ごとに色がずれていく設計
にすることで、イメージがゆれ、意識がずれ込んでいくよう
な書物空間を目指しました。

一般の部　ブックデザイン・パブリッシング部門

『何処にもない木』
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金 晃平

リブロアルテ発行、木村高一郎氏の写真集です。
2 年間 10 分毎に定点で家族の寝室を自動撮影することで
約 10万枚の写真を撮影。
そこから見えてくる家族の何気ない行動によるつながりが構
成された写真集です。
作者の、家族でありながら自分も含む生活風景を「観察」
しているような視点を、写真集を手に取る人にがページを
めくる過程で体験できるよう、全ページ見開き、写真のレ
イアウトを一定にし、また、寝室での日常であることを意識
し、本自体がベットと捉えられる仕様とし設計をしました。

一般の部　ブックデザイン・パブリッシング部門

『ことば』
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小寺 練

『うんこ』というと「汚い、臭い」といったネガティブなイメー
ジがあるため、デザインからそのような印象を受けないよう
に注意しました。カラフルで可愛い世界感、より子どもたち
に興味を持ってもらうために、おもしろおかしく勉強のポイ
ントを教える「うんこ先生」というオリジナルキャラクター
を制作するなど工夫いたしました。蛍光色を全面的に使用
したことで、学参コーナーで『うんこ』という言葉同様に
「 異彩を放つ存在感」が出たと思います。

一般の部　ブックデザイン・パブリッシング部門

『日本一楽しい漢字ドリル
うんこかん字ドリル小学1年生～小学 6年生』
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坂能 光希（横浜美術大学）

誰でも知っているロミオとジュリエットをいつもと違う視点
で楽しめるように、この話の持つ厳格さや美しさを残しつつ
個性的で若い人にも手に取ってもらいやすい装丁を目指し、
制作しました。書体は厳格さを出すために、古代ローマ時
代から伝わるトレイジャンというものを選びました。メイン
のイラストは、美しさと残酷さを表現するために主人公二
人をバラの花に見立て、男女の違いが出るようにしました。
中世ヨーロッパ時代の版画を参考に、ミリペンで一定に線
を入れていくことで重厚な作りにしました。この度は大変名
誉な賞をいただき、ありがとうございます。今回の受賞を
励みに、これからも日々精進し、制作を続けていきます。

学生の部　ブックジャケット・四六判部門

『ロミオとジュリエット』
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雪見 哲馬（東京工芸大学）

この度は、四六判部門の銅賞に選んでいただけたこと、大
変光栄に思います。ありがとうございました。
私が「ロミオとジュリエット」という作品を通して感じたこ
とは、命の美しさでした。
ロミオとジュリエットは暗く悲しい世界観ですがその中に少
しの灯火があるような素敵な物語だと思いブックデザインの
制作を始めていきました。物語の中で彼らが一生懸命に生
きていく姿がまるで暗闇の中にひっそりとあるロウソクの灯
火だと思いました。
これからも今回の賞を糧に作品制作に精進していきます。

学生の部　ブックジャケット・四六判部門

『ロミオとジュリエット』
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泉水 紫帆（多摩美術大学）

赤、蝋燭、人魚、誰もがうっとりさせられるようなモチーフ
たちに込められた嫉妬や憂いや憎悪、期待。この物語はと
ても静かな物語ですが、そこには目を覆いたくなるほどの激
しい感情が表現されています。写真でしか表現できない深
い、黒い赤で物語中に渦巻く人々の感情を表しています。
真っ赤に塗られた指から蝋燭を連想したり、赤い背景に流
れる手の動きから海を想像したり、物語に登場する美しい
モチーフたちを赤い画面に詰め込みました。

学生の部　ブックジャケット・四六判部門

『赤い蝋燭と人魚』
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苗木 遥（長岡造形大学）

カバーは、黒髪と重ねた黒い波が全てを巻き込み押し流す
というイメージで描きました。デフォルメしたモチーフで簡
潔に物語の雰囲気を伝えられるように心がけました。表面
を少しざらっとした感じにしたかったのでキャンソン紙に印
刷しました。強く擦れると印刷が剥げてしまうのですが、
思いがけず波しぶきのような効果が得られたので、結果的
に良かったのかもしれません。

学生の部　ブックジャケット・文庫判部門

『赤い蝋燭と人魚』
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桑原 ひな子（長岡造形大学）

学生の部　ブックジャケット・文庫判部門

『赤い蝋燭と人魚』

私は物語を読んだ時に静かな恐怖を感じました。それを表
すために、とてもシンプルな表現にしました。
少しわかりにくいかもしれませんが、この作品はマーメイド
紙に切り込みを入れることで人魚の鱗を表現しています。
鱗の隙間からは赤色が見え、鱗の様子で物語の恐怖を感じ
ていただけるのではないかと思います。
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張 晨雪（ミッドリーム日本語学校）

童話 『赤い靴』 の主人公の少女は、教会の戒律を違反して
赤い靴を履いて行くことの故に、神様に死ぬまで踊り続け
る呪いを受けます。呪いを免れるため、少女は首斬り役人
に頼んで両足首を切断してもらいます。そこで、切り離され
た少女の赤い靴の履いた両足をモチーフにした装画にしま
した。それに、ヨーロッパでは「赤」は悪魔の色彩として
忌み嫌われていた歴史があり、赤い靴の中に浮かんでいる
悪魔の顔は少女が悪魔に良心を奪われることの象徴です。
不気味な少女と赤い靴の中に潜む悪魔が描かれた絵を通じ
て童話にある人間の暗い側面を表現しました。

学生の部　装画・四六判部門

『赤い靴』
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佐藤 史織（長岡造形大学）

幼い頃、「赤い蝋燭と人魚」を読んで、それまでハッピーエ
ンドの絵本ばかり読んでいた私は大きな衝撃を受けたこと
を覚えています。並んでいるろうそくは檻をイメージしてい
ます。悲しく切ないながらも、読んでいるときの情景や、人
魚の親子の思いやりや信じる心は美しく思えて、ただ悲し
い、冷たいだけでない装画を目指しました。

学生の部　装画・四六判部門

『赤い蝋燭と人魚』
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長尾 春香（北海道芸術デザイン専門学校）

作中に出てくる「色」の描写に注目し、そこに物語の内容
を織り込んで描きました。虹色は私の好きな色でもあります。
この表紙で、未読者の方には「どんな物語なんだろう」と思っ
て手に取って頂ければ嬉しいです。また、読み終えて本を
閉じたときに「こういうことだったのか」と思って頂くのも
嬉しいです。更に既に読まれていた方には、「そうそう、こ
ういうことがあったよね」と懐かしく思ってもらえても嬉し
いです。

学生の部　装画・文庫判部門

『走れメロス』
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髙木 勇輔（多摩美術大学）

モノクロの風景写真を集約した写真集を制作しました。海
外の色彩豊かな自然や街並みの風景は私たちにとってとて
も綺麗なものだと思います。その綺麗な景色を写真という
手段で人に伝えたいのですが、例え写真でも本物の色を引
き出すということは不可能だと考えました。そこでいっその
事色彩を取り払った写真集を作ろうと考えました。「墨に五
彩あり」というようにモノクロの写真集から色を感じて欲し
いという想いを込めました。

学生の部　ブックデザイン・セルフパブリッシング部門

『NO COLORS HAVE COLORS』


